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二
七

一

洛
中
時
衆
寺
院
と
祖
師
絵
伝

―

『
一
遍
聖
絵
』
完
成
七
百
年

に
因
ん
で
―

古

賀

克

彦

本

一
九
九
九
年
は

『
一
遍
聖
絵
』
(国
宝
指
定
名
称
は

『
一
遍
上
人
絵

伝
』)
の
奥
書

(巻
12
)
に
あ
る
正
安
元
己
亥

[
一
二
九
九
]
年
8
月
23

日
か
ら
七
百
年
、

一
遍
入
滅
の
正
応
二
己
丑

[
一
二
八
九
]
年
8
月
23

日
辰
刻

か
ら
七
百
十
年
に
当
た
る
。
『
一
遍
聖
絵
』
は
従
来
、
作
者
と

し
て
名
を
遺
す
聖
戒

(
一
遍
の
実
弟

・
実
子

・
甥
説
あ
り
)
が
開
山
し
た

六
条
道
場
歓
喜
光
寺
に
伝
来
し
た
の
で
「六
条
縁
起
」
と
も
称
さ
れ
る
。

近
年
に
歓
喜
光
寺
と
時
宗
総
本
山
藤
沢
道
場
清
浄
光
寺

(通
称
遊
行
寺
)

と
の
共
同
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

洛

中
時
衆
寺
院

さ
て
、
中
世
に

一
大
勢
力
を
誇

つ
て
い
た

「時
衆
」
諸
派
は
、
近
世

幕
藩
体
制
下
に
遊
行
派
本
山
を
中
心
と
す
る

「時
宗
」
教
団
と
し
て
再

編
成
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
遊
行
派
の
在
京
拠
点
が
七
条
道
場
金
光
寺

(通
称
遊
行
金
光
寺
)
と
近
代
に
そ
の
院
代
寺
院
を
勤
め
た
大
炊
道
場
聞

名
寺

・
五
条
坂
法
国
寺

(通
称
遊
行
)
等

で
あ
り
、
そ
れ
と
拮
抗
し
て

い
た
の
が
、
四
条
道
場
金
蓮
寺
と
霊
山
正
法
寺

で
あ
る

(六
条
派
は
早

く
に
勢

力
を
失

っ
て
い
た

よ
う
で
あ

る
)
。

で

は

、

以
下

に
主

な

洛

中

時

衆

寺

院

の
変

遷

を
簡

単

に
纏

め

て

お

こ
う

。
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洛
中
時
衆
寺
院
と
祖
師
絵
伝

(古

-
賀
)

祖
師
絵
伝

二
七
二

以
上
見

て
来
た
主
要
な

「時
衆
」
諸
派
の
い
く

つ
か
に
、
祖
師

(絵
)

伝
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
こ
れ
も
纏
め
て
み
よ
う
。

(浄
阿

・
作
阿

・
国
阿
に
関

し
て
は
、
絵

図

の
な

い
も

の
も
含
む
)
。
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洛
中
時
衆
寺
院
と
祖
師
絵
伝

(古

賀
)

二
七
三
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洛
中
時
衆
寺
院
と
祖
師
絵
伝

(古

賀
)

二
七
四

以
上
、

『定
本
時
宗
宗
典

』
上
下
、
時
宗
宗
務
所
、

一
九
七
九
年
12
月

『絵

巻
物
総
覧
』
角
川
書
店

、

一
九
九
五
年
3
月

金
井

清
光
氏

『
一
遍
と
時
衆
教

団
』
角
川
書
店
、

一
九
七
五
年
3
月

林
譲

氏

「時
宗
国
阿

・
霊
山
両
派

派
祖
国
阿
弥
陀
仏
伝
記
史
料

の
再
検
討
」

(
「国
史
学
」
m
号
、
国
学
院
大
学

国
史

学
会
、
一
九

八

一
年
1
月
)

林
譲

氏

「時
宗

四
条
派
派
祖
浄

阿
弥
陀
仏
伝
記
史
料

の
再
検
討
ー
特

に
三
伝

の
成

立
時
期

を
中

心
と
し

て
―
」

(同
㎜
号
、

一
九
八
三
年
3
月
)

林
譲
氏

「時
宗

四
条
派
派
祖
浄

阿
弥
陀
仏
伝
記
史
料

の
再
検
討
ー
特

に
三
伝

の
比
較
を
中
心

と
し
て
―
」

(
「国
学
院
雑

誌
」
84
巻
4
号
、
国
学

院
大
学
、

一
九

八
三
年
4

月
)
、
等
よ
り
作
成
。

跛

で

は

、

こ

れ

ら

の
祖

師

(
絵
)
伝

が

意

味

す

る

も

の
は

何

で

あ

ろ

う

か
。

勿

論

、

宗

祖

・
流

祖

・
派

祖

・
開

山

、

等

の
顕

彰

・
追
慕

、

ひ

い

て

は
他

派

(寺
)
へ
の
優

越

で

あ

ろ

う
。

こ
れ

ら

は

、
特

に
洛
中

の
貴
顕

や

教

養

人

を
対

象

に

し

て

い
る

と
考

え

ら

れ

る
。

本

来

、

時

衆

は
民
衆

へ
の

「
語

り

物

文

芸

」

を

担

う

「語

り
者

」

で
あ

っ
た

。

だ

が

、

『聖

絵

』
が

当

時

と

し

て

は

(現
在

も
で
あ
る
が
)
高

価

な

絹

本

で
作

成

さ

れ

て

い
る

こ
と

か

ら

も
伺

え

る

よ

う

に
、

後
援

者

の
存

在

が

聖

戒

を

故

郷

の
伊

予

で
な

く

、
墓

地

の
あ

る

兵
庫

で
も

な

く

、

一
遍

が

二
度

入

洛

し

た

(
特

に
最
初
と
違

い
、

二
度

目

は
賦

算

・
踊

り
念
仏

と
も
大
盛

況

で
あ

っ

た
)

京

都

に
留

ま

ら

せ

た

の

で
あ

ろ

う

。

(尚

、
『
聖
絵
』
巻
12
最

終
段
に
、

遺

恩
報
謝

の
為

、

「
一
人

の
す

㌧
め
」

に
よ
り
絵
巻

作
成

に
着

手
し

た
、
と
あ

る
。

こ
れ
を

「
い
ち

の
ひ
と
」

と
訓
読
し

て
九
条
忠
教

ら

の
摂
関

・
将
軍
職
を

指

す
と
云
う
説

が
有
力

で
あ
る
が
、

こ
れ
は

「
一
人

の
す

㌧
め
に
よ
り

て
此
画

図
を
う

つ
し
、

一
念

の
信

を
も
よ
を
さ
む
が
た

め
に
」

と
対
句

で
あ
り
音
読
す

べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
敬
語
表
現

が
な

い
事

に
も
留
意
。

こ

の
辺
り
黒
田
日
出

男
氏
と
同
様

の
見
解

を
有

す
る
)
。
空
也

ゆ

か

り

の
作

阿

は
勿

論

、
上

総

出

身

の
浄

阿

、
播

磨

出

身

の
国

阿

、

遊

行

派

も

在

京

し
拠

点

を
置

い
た

の

も

、

武

家

・
公

家

の
勢

力

が

集

ま

っ
た

中

世

京

都

な

ら

で

は

だ

ろ

う
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

時
宗
、

一
遍

聖
絵

、
浄
阿
、
国
阿
、
作
阿

(国
府
台
女
子
学
院
教
諭
)
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